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スライムであそぼう 

                              

＊くったりゆる～いスライム。まとまると手にもくっつかないし、つめたいのが気もち  

がいいですね。大人は癒されますよ。そんな定番のスライムと「はずむ」スライムを作り

ました。あそび方は、のばしたり、割ったり、、、子どもたちにおまかせです。 

 楽しくあそべるように、安全にできるように＜気をつけてほしいこと＞を守ってくださ

いね。 

 

Ⅰ．スライムはなぜ「くったり ゆる～い」の？ 

 →  →   

   せんたくのり         色素と水分子が加わる      十字形のホウ砂が水をつつみこむ  
                （上の画像は『ふしぎの国の化学 EXPO 実験室～スライムを作ろう』より） 
 

・洗たくのりは、ポリビニルアルコールという高分子化合物からできています。分子

がくさりのようなものでつながり合って，網目のようになり，水の分子を逃がさない

ように包みこみます。それをくっつき合わせる役目をするのが，ホウ砂（しゃ）です。 

・スライムは、液体と固体の両方の性質を持っている不思議なものです。似たような

ものとして、プリンやゼリー、こんにゃくなどがあり、これらに共通することは、ほ

とんどが液体の水なのに、固まっているということです。例えば、スライムは約９５％

が水です。また、固体と液体の間の物質のことを「ゲル」といいます。 

「ゲル」のぷよぷよした性質は、力や振動、音を吸収するという働きをもっています。

そのため、くつ底に「ゲル」を入れたスポーツシューズは、足にかかる力を吸収する

ことができます。つかまえた水を逃がさない性質もあり、紙おむつなど、わたしたち

の身の回りでも多く使われています。 （文：『スライムができるのはなぜ？』より） 







＜スライムやホウシャについて気をつけてほしいこと＞  
 ・ホウ砂には毒性があり、せんたくのり PVA は石油系で有害です。 
  決して食べたりしないでください。スライムを作る時は必ず大人としましょう。 
 ・弟や妹さんなど、小さなお子さんのおられるお家では、誤食に特に注意してください。  
・ゼリーやプリンのカップなど、誤って食べてしまう恐れのある容器に入れて保管しない
でださい。  

・人（特に顔・口）に向かってスライムを投げないようにしてください。  
 ・遊んだ後は、手をきれいに洗ってください。使った容器等も消毒して使ってください。 
＊スライムは毛や布、じゅうたんなどにつくと、しみこんで取れません。 

 ＊フタをしておくと、水分がとばないので長持ちします。 
 ＊すてる時は、もえるゴミとして、ビニールぶくろに入れてすてましょう。 
 

Ⅳ． アオちゃんのパズル  
＊  今 月 は、 い つ も よ り カ ン タ ン。 線 で結 んだ ○の

中に 『合 わ せ て ２１ 』 に な る よ う に数 字カ ー ド

を置いていくと、残っ た 1 枚 のカード の数字は

いくらでしょう？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 参考と引用＞ 

◇スライムができるのはなぜ？～高分子化合物のひみつ 
http://www.mkk.ed.jp/nishiu/gakushu/5_6/suraimu.files/frame.htm#slide0001.htm 
◆ふしぎの国の化学 EXPO 実験室～スライムを作ろう 

http://www.kagaku21.net/laboratory/slime/index.shtml 

◇おもしろ科学工房： 活動レポート～2008 年 7 月 13 日「スライムを作ろう」 

http://www.omosirokagaku.sakura.ne.jp/index.php?e=138 

◆ほんもの冒険スタジオ～スライムを作ろう 

http://www.yamamotokenkodo.com/slime.htm 

☆ふしぎワールドの HP☆ 

◇ 神戸 YWCA理科実験工作教室 

http://www.kobe.ywca.or.jp/katudou/rikajikken/rikajikken.htm 
教室の案内や今までの実験報告がご覧いただけます。 

『神戸 YWCA』で検索→トップページ「NEWS」の理科実験工作教室をクリック！   

 


